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9月１日の町人口　32,575人　男16,222人　女16,353人　世帯数14,683世帯　〔8月中の動き〕出生14人　死亡42人　転入96人　転出80人

　
広
報
よ
り
い
８
０
０
号
ま
で
町
広
報
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
町
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。
今
回
は
昭
和
３２
年
１１
月
２２
日
に
発

行
さ
れ
た
町
広
報
誌
の
中
か
ら
新
正
喜
橋
完
成
の
記
事
を
紹
介
し
ま
す
。

町
広
報
誌
を
振
り
返
る

寄居町の主なできごと(昭和32年)

11月　〇新正喜橋開通

工費　約7千万円

工期　昭和30年10月着工

　　　～昭和32年11月完成

　

正
喜
橋
の
架
替
工
事
が
、

昭
和
３０
年
１０
月
の
着
工
か
ら

２
年
の
歳
月
を
経
て
、
完
成

し
た
こ
と
が
特
集
さ
れ
て
い

ま
す
。「
名
勝
玉
淀
に
一
異
彩

を
放
つ
」
と
あ
り
、
玉
淀
河

原
周
辺
の
新
た
な
魅
力
の
一

つ
と
し
て
新
正
喜
橋
は
注
目

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
新
正
喜
橋
は
、長
さ
１
４
９

メ
ー
ト
ル
、日
本
で
初
の
特
殊

函
型
桁
橋
（
ボ
ッ
ク
ス
ガ
ー

タ
ー
）
を
採
用
、そ
の
規
模
は

東
洋
一
と
あ
り
、新
正
喜
橋
が

当
時
の
先
端
技
術
を
用
い
て
建

設
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。

　
新
正
喜
橋
の
紹
介
に
加
え
、

旧
正
喜
橋
の
こ
と
に
も
触
れ
て

い
ま
す
。
「
関
東
一
と
い
わ
れ

る
旧
正
喜
橋
は
故
神
谷
茂
助
氏

が
大
正
三
年
県
に
そ
の
架
設
を

出
願
し
、
同
五
年
二
月
許
可
と

同
時
に
工
事
に
着
手
し
、
大
正

九
年
三
月
完
成
し
た
も
の
で
そ

の
間
神
谷
氏
が
投
げ
出
し
た
資

産
は
十
八
万
一
千
円
に
上
り
、

第
一
次
世
界
大
戦
の
影
響
で
鉄

材
の
値
上
り
な
ど
そ
の
辛
酸
は

言
語
に
絶
す
る
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
」
と
あ
り
、
旧
正
喜
橋

の
建
設
に
か
か
る
神
谷
氏
の
偉
業
が
た
た

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
正
喜
橋
は
、
名
勝
玉
淀
に
一
異

彩
を
放
ち
な
が
ら
、
町
の
南
北
を
結
ぶ
重

要
な
道
路
施
設
の
一
つ
と
し
て
、
町
民
の

暮
ら
し
を
支
え
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

建設中の新正喜橋と奥に写る旧正喜橋
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待
望
の
正
喜
橋
完
成

待
望
の
正
喜
橋
完
成

現在の正喜橋(玉淀遊歩道から撮影)


